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こ
れ
ら
漢
字
文
の
『
大
友
記
』
に
は
「
乃
」
字
を
「
イ
マ
シ
」
と
訓
読
し
て

い
る
用
例
を
複
数
確
認
で
き
た
。「
イ
マ
シ
」
は
、「
訓
読
語
特
有
の
情
態
副
詞

で
あ
り
、
和
文
で
は
土
佐
日
記
や
宇
津
保
物
語
な
ど
ま
ま
訓
読
語
の
混
在
す
る

作
品
に
の
み
見
え
る
も
の
で
あ
る
。」
（
２
）

と
説
明
さ
れ
、
伝
統
的
に
は
漢
文
訓
読

語
脈
に
あ
る
こ
と
が
伺
え
る
の
で
あ
る
。
（
３
）

観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
及
び
前

田
本
『
色
葉
字
類
抄
』
（
４
）に

掲
載
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
も
そ
の
こ
と
が
伺
え

る
。観

智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』

　
　
　
　
乃
　

奴
死
反
　
イ
マ
シ
　
ス
ナ
ハ
チ
　
ミ
ツ

ナ
ム
チ
　
シ
キ
リ
　
古
迺
　
禾
ナ
イ

 

（
僧
下
一
〇
八
５
）

前
田
本
『
色
葉
字
類
抄
』

　
　
　
　
乃
イ
マ
シ

　
　
　 

（
巻
上
一
〇
ウ
６
）

そ
の
よ
う
な
語
で
あ
る
の
で
、
時
代
が
下
が
っ
て
も
漢
字
文
で
あ
る
『
大
友

記
』の「
乃
」字
に「
イ
マ
シ
」が
付
訓
さ
れ
る
こ
と
は
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、

他
の
真
名
軍
記
で
は
数
多
く
の
用
例
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

一
、
は
じ
め
に

中
世
後
半
の
戦
乱
期
に
は
数
多
く
の
軍
記
が
成
立
し
た
が
、
そ
れ
ら
軍
記
の

う
ち
、
戦
国
期
九
州
で
勢
力
を
大
き
く
し
た
大
友
家
を
中
心
と
す
る
資
料
と
し

て
『
大
友
記
』
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
『
大
友
記
』
に
は
、
漢
字
仮
名
交
じ

り
文
と
漢
字
文
の
も
の
と
が
あ
り
、
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
の
本
文
を
も
つ
『
大

友
記
』
は
、
別
名
『
九
州
治
乱
記
』
と
も
称
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
漢

字
文
の
『
大
友
記
』
は
、
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
の
『
大
友
記
』
と
は
書
名
を
一

に
し
な
が
ら
も
内
容
が
異
な
っ
て
い
る
。

漢
字
文
の
『
大
友
記
』
は
、
諸
本
と
し
て
現
在
大
分
県
立
先
哲
史
料
館
蔵
本
（
１
）

と
内
閣
文
庫
蔵
本
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
両
本
と
も
に
書
写
奥
書
等
が
見
ら
れ

ず
、
そ
の
書
写
年
代
を
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
本
文
中
大
友
義
孝
が

明
暦
三
（
一
六
五
七
）
年
に
左
近
将
監
を
賜
る
記
述
が
見
ら
れ
る
の
で
、
そ
れ

以
降
の
成
立
と
な
る
。 大

分
県
立
先
哲
史
料
館
蔵
『
大
友
記
』
の

　
　
　
　
　
　
　
　「
乃
」
字
訓
「
イ
マ
シ
」
に
つ
い
て

　

橋

　

村

　

勝

　

明
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例
み
ら
れ
る
。
ま
ず
無
訓
の
用
例
を
掲
げ
る
。

○
軍
二
龍
王　ニ
一
宇
佐　ノ
郡
三
十
六
騎
来
服
矣
乃
属
二
於
田
原
近
江
守
親
堅　ニ
一

 
 

（
九
ウ
８
）

○
相
楽
先
陣
聞
二
将　ノ
戦
死　ヲ
一
乃
解　テ
レ
圍　ヲ
退　ク 

（
二
二
ウ
２
）

次
に
部
分
訓
「
チ
」
を
付
し
て
「
ス
ナ
ハ
チ
」
と
読
ん
で
い
る
と
見
ら
れ
る

例
を
掲
げ
る
。

○
敵
見
二
美
女
子
一
欲
レ
虜
レ
之
二
人
近
来　ル
女
乃　チ
斬
二
一
人
肱　ヲ
一 

（
五
三
オ
８
）

右
の
用
例
の
う
ち
無
訓
の
も
の
に
つ
い
て
は
、「
イ
マ
シ
」
で
あ
る
の
か
「
ス

ナ
ハ
チ
」
で
あ
る
の
か
の
判
別
は
困
難
で
あ
る
。「
ス
ナ
ハ
チ
」
の
用
例
も
あ

る
以
上
、「
ス
ナ
ハ
チ
」
の
可
能
性
に
つ
い
て
も
含
ん
で
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

し
か
し
、『
大
友
記
』
の
「
乃
」
字
全
44
例
中
「
イ
マ
シ
」
が
全
訓
及
び
部
分

訓
あ
わ
せ
て
37
例
、
無
訓
６
例
、「
ス
ナ
ハ
チ
」
１
例
と
な
っ
て
お
り
、
無
訓

を
全
て
「
ス
ナ
ハ
チ
」
と
し
て
も
７
例
と
な
り
、
37
例
の
「
イ
マ
シ
」
訓
の
方

が
多
い
。

一
方
で
、『
大
友
記
』
で
は
「
ス
ナ
ハ
チ
」
訓
を
も
つ
「
則
」「
即
」
の
用
例

も
み
ら
れ
る
。「
則
」
字
の
全
31
例
中
無
訓
が
30
例
、「
チ
」
を
付
し
て
「
ス
ナ

ハ
チ
」
と
訓
じ
て
い
る
例
が
１
例
で
あ
る
。
ま
た
、「
即
」
は
全
２
例
で
、
無

訓
１
例
、「
チ
」
の
付
訓
例
が
１
例
で
あ
る
。
以
下
に
そ
れ
ぞ
れ
の
用
例
を
掲

げ
る
。

則
（
付
訓
ナ
シ
）　
30
例

○
田
多
称
二
惟
治
使　ト
一
鷺
不
レ
得
レ
去　コト

ヲ 

則
執　ラヘ
来　ルト
云

云 

（
三
ウ
９
）

そ
こ
で
、
ま
ず
『
大
友
記
』
の
「
乃
」
字
訓
に
つ
い
て
資
料
全
体
を
見
渡
し
、

そ
の
用
法
に
つ
い
て
確
認
を
し
た
い
。
更
に
、
諸
資
料
に
お
け
る
「
乃
」
字
が

ど
の
よ
う
に
訓
読
さ
れ
て
い
る
の
か
を
確
認
し
、『
大
友
記
』
の
「
乃
」
字
訓

の
背
景
に
つ
い
て
、
先
哲
史
料
館
本
を
中
心
と
し
て
検
討
を
し
て
ゆ
き
た
い
。

二
、
先
哲
史
料
館
本
『
大
友
記
』
の
「
乃
」
字

先
哲
史
料
館
本
『
大
友
記
』
の
「
乃
」
字
全
44
例
の
う
ち
、全
訓
「
イ
マ
シ
」

の
用
例
は
１
例
の
み
で
あ
る
。

○
若モ
シ

従
二

黒
澤
口
一

而
退シ

リ

　ハ

則
岸
河
内
所　ノ
レ

備
之
兵
為

タ

　ン
二

無
用
一

乎
乃

イ
マ
シ

竊
ヒ
ソ
カ
ニ

遣ツ
カ
ワ
シ

二
鉄
砲
四
五
丁
於
竹
角ツ

ノ

口　ニ
一 

（
四
九
ウ
３
）

付
訓
さ
れ
た
用
例
と
し
て
は
、
部
分
訓
「
シ
」
の
用
例
が
最
も
多
く
、
36
例

存
す
る
。

○
義
鎮
使
ム
二
レ
人　ヲ
諭　サ
一
レ
之　ヲ
鑑
貞
應　シ

テレ
招　ニ
来　ン
乃　シ
使
ム
下
二
森
迫サ

コ

兵
部
丞　ヲ
一
斬　ラ
上
レ
之　ヲ

 
 

（
九
ウ
５
）

○
原
田
退
二
高
祖
一
新
助
乃　シ
攻
レ
之　ヲ
一
日
戦　コト
七
回
遂　ニ
克カ

ツ
レ
之　ニ 

（
一
三
ウ
４
）

本
文
に
は
割
書
に
よ
る
注
が
存
し
、
そ
の
部
分
に
も
１
例
「
乃
」
字
が
見
ら

れ
、
部
分
訓
「
シ
」
が
確
認
で
き
る
。

○
松
尾
主
馬　ノ
助
満
弘
與　ニ
死　ス
｛
満
弘
嘗　テ
通　ス
二

朽
網
之
女　ニ
一

朽
網
聞
レ

之
／
乃　シ
以
レ

女
妻
レ
之
故　ニ
以
レ
必
死　ヲ
戦
死　ス
｝ 

（
九
ウ
１
）

右
の
よ
う
に
、「
イ
マ
シ
」
訓
を
持
つ
用
例
の
他
、
無
訓
の
用
例
が
６
例
、

部
分
訓
「
チ
」
を
付
し
て
「
ス
ナ
ハ
チ
」
と
読
ん
で
い
る
と
見
ら
れ
る
例
が
１
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資
　
料
　

「
乃
」

「
則
」

「
即
」

曽
我
物
語

10

50

29

大
塔
物
語

3

11

1

文

正

記

0

1

0

惟
任
退
治
記

1

4

5

豆

相

記

2

15

2

大

友

記

44

31

2

右
の
う
ち
、『
曽
我
物
語
』
は
、「
イ
マ
シ
」
と
訓
読
さ
れ
て
い
る
例
は
な
く
、

「
乃
往
過
」
の
例
が
７
例
、「
乃
至
」
の
例
が
２
例
、和
歌
の
部
分
で
仮
名
の
「
の
」

と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
例
が
１
例
で
あ
り
、
用
法
に
偏
り
が
見
ら
れ
る
。
ま

た
、『
大
塔
物
語
』
で
は
、
３
例
全
て
が
和
歌
の
部
分
で
仮
名
の
「
の
」
と
し

て
用
い
ら
れ
て
い
る
。『
大
友
記
』
と
同
様
戦
国
軍
記
で
あ
る
『
惟
任
退
治
記
』

で
は
、「
乃
」
字
が
一
例
確
認
で
き
る
が
、
付
訓
が
な
い
の
で
、
訓
に
つ
い
て

確
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

○
弥
平
次　ハ
延

ヒ
イ
テ

二

一
千
餘
騎　ヲ
一

欲
レ

馳
加　ント
惟
任　ニ
打
上　ル
於
二

大
津　ニ
一

行
二

合
堀
久
太

郎　ニ
一
乃
被
レ
追
立
三
百
計
討
レ
之 

（
三
二
ウ
１
）

し
か
し
、『
惟
任
退
治
記
』
の
表
記
を
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
に
改
め
た
『
総

見
院
殿
追
善
記
』
（
６
）に
よ
れ
ば
、

○
彌
平
次
一
千
餘
騎
を
引
惟
任
に
馳
加
ら
む
と
思
ひ
打
て
の
ぼ
る
大
津
に
て

堀
九
太
郎
に
行
合
即
追
立
ら
れ
て
三
百
許
う
た
せ 

（
432
下
２
）

○
冨ト

ミ
ヲ尾

権
現
是
也
則
是　レ
黒
沢
之
本
社
也 

（
四
オ
７
）

則
（
ー
チ
）　
　
　
１
例

○
實
久
請
レ
和
則　チ
許
レ
之　ヲ
乃　シ
引
レ
軍　ヲ
陳　ス
二
筑
後
高
良
山　ニ
一 

（
四
二
オ
４
）

即
（
付
訓
ナ
シ
）　
１
例

○
加
来
刑
部
少
輔
鎮
綱
始
一
戦
而
即
詐
イ
ツ
ワ
リ

二
降
家
久
一 

（
六
三
オ
９
）

即
（
ー
チ
）　
　
　
１
例

○
与
二
後
軍
一
同　シ
レ
力　ヲ
而
防　ン

ニ
ハ

  
即　チ
引　テ
レ
兵
而
退 

（
七
〇
オ
５
）

「
乃
」
字
に
は
積
極
的
に
「
イ
マ
シ
」
と
付
訓
す
る
の
に
対
し
て
、「
則
」
字

に
は
ほ
と
ん
ど
付
訓
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
。
こ
れ
は
、「
乃
」字
に
は
「
イ
マ
シ
」

「
ス
ナ
ハ
チ
」
の
複
数
の
訓
が
あ
り
、
積
極
的
に
付
訓
す
る
必
要
が
あ
る
の
に

対
し
て
、「
則
」
字
に
は
伝
統
的
に
は
「
ス
ナ
ハ
チ
」「
ト
キ
ニ
ハ
」「
ト
キ
ン
バ
」

な
ど
の
訓
が
あ
り
な
が
ら
も
、
先
哲
史
料
館
本
で
は
「
ス
ナ
ハ
チ
」
に
訓
が
集

約
さ
れ
て
お
り
、
付
訓
す
る
必
要
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
。

三
、
真
名
本
に
お
け
る
「
乃
」「
則
」「
即
」

さ
て
、『
大
友
記
』
で
は
こ
の
よ
う
に
「
乃
」
字
を
「
イ
マ
シ
」
と
読
む
傾

向
に
あ
る
が
、
他
の
真
名
本
で
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
、「
乃
」
字

の
用
例
数
と
資
料
名
と
を
時
代
順
に
並
べ
る
と
次
表
の
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、

「
乃
」
字
に
あ
わ
せ
て
「
則
」「
即
」
に
つ
い
て
も
用
例
数
を
記
す
。
（
５
）
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「
乃
」字
の
訓
読
に
つ
い
て
、『
大
友
記
』を
中
心
と
し
て
真
名
軍
記
を
確
認
し
、

「
則
」「
即
」
の
用
例
数
と
比
較
し
つ
つ
検
討
を
し
て
き
た
。
次
に
、
中
世
に
お

け
る
「
乃
」
字
と
「
イ
マ
シ
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
検
討
を
し
た
い
。
ま
ず
、

中
世
古
辞
書
の
掲
出
状
況
に
つ
い
て
確
認
を
し
て
ゆ
く
。

ま
ず
、『
倭
玉
篇
』
（
８
）で

は
、
弘
治
二
年
本
が
「
イ
マ
シ
」
を
掲
載
し
て
い
る
。

米
澤
文
庫
本
、『
玉
篇
要
略
集
』
で
は
「
イ
マ
シ
イ
」
を
掲
載
し
て
お
り
、「
乃
」

字
訓
と
し
て
「
イ
マ
シ
」「
イ
マ
シ
イ
」
の
両
語
形
が
存
し
た
こ
と
が
確
認
さ

れ
る
。
な
お
、『
拾
篇
目
集
』、『
玉
篇
略
』
で
は
「
イ
マ
シ
」「
イ
マ
シ
イ
」
訓

を
掲
載
し
て
い
な
い
。

弘
治
二
年
本
　
　
　
乃ナ
ヒ

｛
カ
タク

ノ
コ
ト
シ
／
イ
マ
シ
／
ス
ナ
ハ
チ
｝

 
 

（
一
九
〇
44
）

米
澤
文
庫
本
　
　
　
乃ナ
イ

｛
イ
マ
シ
イ
／
ス
ナ
ワ
チ
／
ナ
ン
チ
／
タ
イ
ガ
イ
／

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
ヽ
イ
｝ 

（
一
六
三
61
）

玉
篇
要
略
集
　
　
　
乃
（
左
）ナ
イ｛

ス
ナ
ハ
チ
／
イ
マ
シ
イ
／
タ
イ
｝

 
 

（
八
四
51
）

古
本
節
用
集
（
９
）
で
は
、
易
林
本
、
弘
治
二
年
本
、
永
禄
二
年
本
、
堯
空
本
、
両

足
院
本
、文
明
本
、『
節
用
集
大
全
』、村
井
本
、慶
長
九
年
本
で
「
乃
」
字
の
「
イ

マ
シ
」
訓
が
確
認
で
き
る
。
特
に
、
文
明
本
で
は
項
目
と
し
て
２
箇
所
、
漢
文

の
引
用
と
し
て
２
箇
所
の
計
４
箇
所
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
項
目
と
し
て
掲

げ
ら
れ
て
い
る
箇
所
を
記
す
。

乃イ
マ
シ

　（左
）｛
ナ
イ
／
ス
ナ
ワ
チ
｝ 

（
四
二
２
）

と
「
即
」
字
に
な
っ
て
お
り
、
ま
た
『
総
見
院
殿
追
善
記
』
と
同
系
統
で
あ

る
国
立
国
会
図
書
館
蔵
『
豊
臣
公
報
君
讎
記
』

（
７
）に

つ
い
て
も
、
次
に
記
す
通
り

「
即
」
と
な
っ
て
い
る
。

○
一
千
餘
騎
を
廻
惟
任
に
馳
加
ら
ん
と
て
打
上
大
津
に
出
る
み
ち
に
て
堀
九

太
郎
に
行
合
即
追
立
ら
れ
三
百
許
う
た
せ
て 

（
二
〇
ウ
８
）

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、『
惟
任
退
治
記
』
の
「
乃
」
字
が
表
記
を
改
め
た

人
物
の
立
場
で
は
「
ス
ナ
ハ
チ
」
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
伺
え
る
の

で
あ
る
。『
豆
相
記
』
に
つ
い
て
は
、
熟
字
訓
「
ム
シ
ロ
」
の
用
例
と
、「
ス
ナ

ハ
チ
」
訓
を
持
つ
用
例
と
が
指
摘
で
き
る
。

○
縦
タ
ト
ヒ

然
我
雖
レ
攻
二

破　ルト
幕
下　ヲ
一
先
登
必　ス
囲　テ
レ
城　ヲ
而
攻　メン
此　ノ
時
自　リ
レ
城
出　サ

ハレ
師
無ム

シ
ロ乃

不
可
ナ
ラ
ン
カ

乎 

（
六
オ
10
）

○
於
レ
此
人
畏
其
強　キヲ
也
乃　チ
脱

ノ
カ
レ

歸　ル
原
松
田
追
及　テ
而
大　ニ
斬
二
越
國　ノ
甲　ヲ
一
云
々

 
 

（
一
三
オ
８
）

右
に
掲
げ
た
資
料
か
ら
の
み
で
は
真
名
軍
記
の
全
体
像
を
知
る
こ
と
は
困
難

で
あ
る
が
、
管
見
の
限
り
で
は
「
乃
」
字
を
「
イ
マ
シ
」
と
訓
読
す
る
資
料
は

『
大
友
記
』
の
他
に
見
い
だ
し
て
い
な
い
。
ま
た
、「
乃
」
字
を
「
イ
マ
シ
」
と

訓
読
す
る
こ
と
が
『
大
友
記
』
の
特
徴
で
あ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
そ
も
そ
も

他
の
資
料
と
比
較
し
た
と
き
に
、「
乃
」
字
を
数
多
く
使
用
す
る
と
い
う
こ
と

が
真
名
軍
記
に
あ
っ
て
は
特
徴
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
伺
え
る
の
で
あ
る
。

四
、
中
世
以
降
の
「
乃
」
字
と
「
イ
マ
シ
」
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見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る（

13
）
。

773
　
今
し
は
と
侘
び
に
し
物
を
さ
ゝ
が
に
の
衣
に
掛
り
わ
れ
を
頼
む
る

厳
密
に
言
え
ば
「
イ
マ
シ
」
と
「
イ
マ
シ
ハ
」
を
同
じ
語
と
し
て
論
ず
る
こ

と
は
で
き
な
い
が
、「
イ
マ
シ
ハ
」
が
『
日
葡
辞
書
』
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
語

形
と
し
て
存
在
し
て
い
た
の
で
、そ
の
影
響
で
『
大
友
記
』
の
「
乃
」
字
を
「
イ

マ
シ
」
と
訓
読
し
た
と
考
え
る
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
い
が
、『
日
葡
辞
書
』

に
お
い
て
「
詩
歌
語
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
併
せ
考
え
る
と
困
難

で
あ
ろ
う
し（

14
）
、
ま
た
漢
字
「
乃
」
と
の
関
係
性
を
確
認
す
る
事
が
出
来
な
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
詩
歌
語
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
日
常
的
な
位
置
づ
け
の

語
で
は
な
く
、
ま
た
漢
文
訓
読
語
と
は
反
対
の
位
置
づ
け
で
あ
ろ
う
。

同
じ
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
で
あ
る
天
草
版
『
金
句
集
』
（
15
）

に
は
、
次
に
掲
げ
る

よ
う
に
「
イ
マ
シ
」
が
２
例
見
ら
れ
、
そ
の
内
の
１
例
は
、
伊
達
本
『
金
句
集
』（

16
）

に
対
応
す
る
部
分
が
あ
り
、
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

B
iocanǒ cu

riy
an

i caxen
 n

aqin
iu

a arazu
: im

axi   on
ofito

y
oqu

 xocu
xezaru

g
ay

u
y

en
i, tçu

in
i xi u

病
家
ノ
厨
ニ
嘉
饌
無
キ
ニ
ハ
ア
ラ
ズ
。乃
其
ノ
人
能
ク
食
セ
ザ
ル
ガ
故
ニ
、

遂
ニ
死
ス
。 

                                                            （B
4.1

）

○
病
家
之
厨　ニ
非　ス
レ
無　ニハ
二
嘉
饍
一
也
乃　イ
其　ノ
人　ト
弗　ルカ
二
之
能　ハ
一
レ

食
　ル
コ
ト

故　ニ
遂　ニ
死　ス

 
 

（
伊
達
本
七
４
）

大
東
急
記
念
文
庫
本
『
金
榜
集
』
に
つ
い
て
も
「
乃　イ
」
と
あ
り
、「
イ
マ
シ
イ
」

と
訓
読
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
漢
文
訓
読
の
も
と
で
天
草
版
『
金
句
集
』
が

即ス
ナ
ワ
チ

　（左
）｛
ソ
ク
／
ウ
ク
｝

則同

　（左
）｛
ソ
ク
／
ノ
ト
ル
｝

廼同

　（左
）ナ
イ

乃同

　（左
）｛
ナ
イ
／
イ
マ
シ
｝ 

（
一
一
三
四
２
）

次
に
漢
文
の
引
用
箇
所
を
記
す
。

周メ
グ
ル
コ
ト
ハ

則ノ
ト
ルレ

天

定

サ
ダ
マ
ル
コ
ト
ハ

則ノ
ト
ルレ

地　ニ
或

ア
ル
イ
ハ

天
或
地チ

大
礼
乃

イ
マ
シ
イ

成ナ
ル

六韜 

（
五
二
二
８
）

ー
（
公
）ノ

言コ
ト

乃
イ
マ
シ

協
カ
ナ
エ
リ

二

予ヨ
ガ

懐　ヲ
一

夙シ
ク
ヤ
ニ夜

念
ヲ
モ
テ

之
不ズ

シ
テ

レ

忘
ワ
ス
レ

以モ
テ

用モ
チ
ヰ
テレ

常
ツ
ネ
ニ

六韜 

（
六
七
八
４
）

引
用
は
い
ず
れ
も
『
六
韜
』
で
あ
る
。
近
世
に
入
っ
て
も
、『
書
言
字
考
節

用
集
』
（
10
）

に
お
い
て
「
乃
」
字
に
「
イ
マ
シ
イ
」
訓
が
確
認
で
き
る
。

　
　
　
　
乃
イ
マ
シ
ヒ｛  

字
説  

乃　ハ
為
二
／
継
レ
言
之
辞
一
｝ 

（
第
九
冊
13-

6
）

ま
た
、
掲
出
項
目
で
は
な
い
が
、
東
京
教
育
大
学
蔵
古
本
『
下
学
集
』
（
11
）

序

文
に
も
「
イ
マ
シ
」「
イ
マ
シ
イ
」
訓
が
確
認
さ
れ
る
。

○
縦
雖
鉅
萬
之
巻　キ
読　マバ
則
可
レ

破
費　シツ
功
只
在　ル
レ

勉　ルヲレ

旃　レヲ
而ノ

巳ミ

乃
イ
マ
シ

造　テ
レ

字
書
以
授　ク

レ
之　ニ
目　テ
曰
二
下
学
集　ト
一
也 

（
三
４
）

東
京
教
育
大
学
蔵
古
本
の
他
、
春
林
本
、
文
明
十
一
年
本
、
榊
原
本
、
亀
田

本
で
「
乃
」
字
を
「
イ
マ
シ
」、
前
田
家
本
古
本
で
「
イ
マ
シ
イ
」
と
訓
読
し

て
い
る
。
何
れ
に
し
て
も
字
書
の
序
文
に
お
い
て
「
乃
」
字
を
使
用
し
、
か
つ

そ
れ
を
「
イ
マ
シ
」
と
訓
読
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
伝
統
的
な
漢
文
訓
読
の
方

法
を
意
識
し
、辞
書
と
し
て
の
正
当
性
を
示
す
目
的
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
る
。

さ
て
、『
日
葡
辞
書
』
（
12
）

に
は
「
イ
マ
シ
」
は
掲
出
さ
れ
て
い
な
い
が
、
類
似

す
る
語
形
と
し
て
「
イ
マ
シ
ハ
」
が
掲
出
さ
れ
て
い
る
。

Im
axiu

a
.

　
イ
マ
シ
ワ
（
今
し
は
）
詩
歌
語
．
今
．（3331

）

「
イ
マ
」
に
、助
詞
の
「
シ
」「
ハ
」
が
重
な
っ
た
「
イ
マ
シ
ハ
」
の
例
は
、『
日

葡
辞
書
』
に
「
詩
歌
語
」
と
あ
る
と
お
り
、『
古
今
和
歌
集
』
に
そ
の
用
例
を

J

J
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近
世
に
お
け
る
「
乃
」
字
の
用
法
は
、「
ス
ナ
ハ
チ
」
訓
を
も
つ
漢
字
と
し
て
、

例
え
ば
次
に
掲
げ
る
よ
う
に
認
め
ら
れ
る
。

○
坊ば
う

間か
ん

野や

史し

の
諸し

よ

書し
よ

は
、
乃

す
な
は

ち
風か

ぜ

を
捕と

ら

へ
影か

げ

を
捉と

ら

へ
、
以も

つ

て
市し

井せ
い

の
耳じ

目も
く

を

眩く
ら

ま
す
。 

（『
椿
説
弓
張
月
』
（
20
）

下
一
二
九
２
）

○
欲よ
く
あ
か垢

と
梵ぼ

ん
な
う悩

と
洗

あ
ら
ひ
き
よ清

め
て
浄を

か
ゆ湯

を
浴あ

び

れ
ば
、
旦だ

ん
な那

さ
ま
も
折を

り
す
け助

も
、
孰ど

れ

が

孰ど
れ

や
ら
一を

な
じ般
裸は

だ
か
み体
。
是こ

れ

乃す
な
はち
生う

ま

れ
た
時と

き

の
産う

ぶ
ゆ湯
か
ら
死し

ん

だ
時と

き

の
葬ゆ

く
わ
ん潅
に

て
、 

（『
浮
世
風
呂
』
（
21
）

四
七
４
）

右
の
資
料
で
は
「
ス
ナ
ハ
チ
」
訓
を
持
つ
「
乃
」
字
は
指
摘
で
き
る
が
、「
イ

マ
シ
イ
」
訓
を
見
い
だ
す
こ
と
は
出
来
な
い
。

以
上
、確
認
を
し
た
と
お
り
中
世
以
降
は
「
乃
」
字
訓
と
し
て
の
「
イ
マ
シ
」

は
漢
文
訓
読
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
お
り
、
古
辞
書
に
は
多
く
の
掲
載
例
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
の
、
近
世
に
あ
っ
て
は
非
常
に
限
定
的
な
用
例
に
留
ま

る
の
で
あ
る
。「
乃
」
字
を
頻
用
し
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
「
イ
マ
シ
」
訓
を
古

辞
書
に
掲
載
し
て
い
る
の
は
、
伝
統
的
な
訓
読
語
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
と

い
う
こ
と
で
は
な
い
か
。
こ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
先
哲
史
料
館
本
『
大
友

記
』
に
「
乃
」
字
訓
と
し
て
の
「
イ
マ
シ
」
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
、『
大
友
記
』

が
多
分
に
伝
統
的
な
漢
文
訓
読
を
意
識
し
て
い
る
こ
と
が
伺
え
る
の
で
あ
る
。

五
、
先
哲
史
料
館
蔵
本
と
内
閣
文
庫
本
と
の
比
較

先
に
記
し
た
よ
う
に
、『
大
友
記
』
に
は
先
哲
史
料
館
本
の
他
、
内
閣
文
庫

本
が
存
す
る
。
先
哲
史
料
館
本
で
は
他
の
真
名
軍
記
に
は
見
ら
れ
な
い
「
乃
」

成
立
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、天
草
版
の
「im

axi

」は
、語
と
し
て
の
「
今
し
」

で
は
な
く
「
乃
」
字
の
訓
読
語
と
し
て
の
「
イ
マ
シ
」
で
あ
る
こ
と
が
伺
え
る

の
で
あ
る
。

さ
て
、近
世
以
降
の「
乃（
イ
マ
シ
）」の
用
例
に
つ
い
て
も
検
索
を
試
み
た
が
、

管
見
の
限
り
で
は
『
自
然
真
営
道
』
（
17
）『
三
因
極
一
病
証
方
論
』
（
18
）

の
用
例
を
見
い

だ
し
た
に
過
ぎ
な
い
。『
自
然
真
営
道
』で
は
、「
乃
」字
全
46
例
中「
イ
マ
シ
イ
」

訓
が
11
例
、「
ス
ナ
ハ
チ
」
訓
が
35
例
見
ら
れ
る
。

○
面
部
ニ
府
蔵
ノ
八
気
互
性
、
発
見
シ
、
乃
チ
転
定
ニ
通
ズ
。
其
ノ
門
、
乃

イ
八
門
ナ
リ
。 

（
五
九
七
４
）

○
「
大
道
廢
レ
テ
仁
義
起
ル
」
ト
云
ル
ハ
、
乃
イ
聖
人
ヲ
謗
ル
ノ
言
ナ
リ
。

（
六
〇
八
２
）

次
に
『
三
因
極
一
病
証
方
論
』
の
用
例
を
掲
げ
る
。

○
又
何　ソ
疑　ハン
二
土
中　ノ
火
火
中
金　ヲ
一
夫
木
火
土
金
水
此　レ
乃　イ
常
度
人
皆
知
レ
之　ヲ

 
 

（
巻
二
、一
〇
ウ
１
）

右
の
よ
う
に
、
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
に
お
い
て
「
イ
マ
シ
」
の
用
例
を
見
い

だ
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、『
自
然
真
営
道
』
な
ど
の
漢
字
文
の
資
料
に
は

指
摘
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
、
近
世
に
あ
っ
て
も
「
乃
」
字
訓
と
し
て
の
「
イ

マ
シ
」が
漢
文
訓
読
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
る
。

そ
の
よ
う
な
意
味
で
、『
大
友
記
』
と
『
自
然
真
営
道
』
と
は
近
い
関
係
に
あ

り
そ
う
で
あ
る（

19
）
。
但
し
、
近
世
の
漢
字
文
資
料
に
つ
い
て
充
分
な
調
査
が
出

来
て
い
る
と
は
い
い
が
た
い
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
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交
代
さ
せ
る
こ
と
は
し
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
訓
読
語
と
し
て
「
ス
ナ
ハ
チ
」

と
読
む
こ
と
を
前
提
と
し
た
本
文
で
は
な
く
、
用
字
と
し
て
の
「
乃
」
字
を
前

提
と
し
た
本
文
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
伺
え
る
。
つ
ま
り
、「
ス
ナ
ハ
チ
」
と

い
う
訓
に
引
か
れ
た
た
め
に
、
密
接
な
関
係
に
あ
る
「
則
」「
即
」
に
用
字
が

変
更
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、「
乃
」
字
が
本
文
と
し
て
存
在
し
、
そ
れ
を
ど
の

よ
う
に
訓
読
を
す
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
二
本
間
に
違
い
が
見
ら
れ
る
と
い

う
こ
と
な
の
で
あ
る
。「
乃
」
と
「
則
」「
即
」
と
の
交
代
例
を
掲
げ
る
。

○
時　ニ
大
永
七
年
十
一
月
廿
五
日
也
冨ト

ミ

尾ヲ

権
現
是
也
則
是　レ
黒
澤
之
本
社
也

（
先
四
オ
７
）

○
時　ニ
大
永
七
年
十
一
月
廿
五
日　ナリ
也
冨ト

ミ

尾　ノ
権
現
是　ナリ
也
乃
是　レ
黒
澤
之
本
社　ナリ
也

 

（
内
二
オ
７
）

○
時
田
原
八
幡
宮
神
主
加カ

キ来
刑
部
少
輔
鎮
綱
一
戦
而
即
詐

イ
ツ
ワ
リ

二
降
家
久　ニ
一

（
先
六
三
オ
９
）

○
時
田
原　ノ
八
幡
宮
神
主
加
来
刑
部
少
輔
鎮
綱
一
戦　シテ
乃ス

降　ル
詐　ヲ
事　フ
二
家
久　ニ
一

（
内
三
六
ウ
12
）

こ
の
よ
う
な
二
本
間
の
「
乃
」
字
に
関
わ
る
対
応
関
係
を
表
に
纏
め
た
も
の

が
次
の
表
で
あ
る
。
な
お
、
表
中
「
な
し
」
と
あ
る
の
は
、
単
純
に
「
乃
」
字

の
み
が
欠
け
て
い
る
場
合
と
、別
字
が
対
応
し
て
い
る
場
合
と
を
含
ん
で
い
る
。

そ
し
て
、
別
字
の
内
「
ス
ナ
ハ
チ
」
訓
を
も
つ
「
則
」「
即
」
の
み
表
中
に
掲

げ
て
い
る
。
表
中
左
の
番
号
は
、
出
現
順
に
よ
る
組
み
合
わ
せ
の
整
理
番
号
を

示
す
。

字
訓
「
イ
マ
シ
」
が
見
ら
れ
た
が
、
こ
れ
が
先
哲
史
料
館
本
の
個
別
の
問
題
で

あ
る
の
か
、
諸
本
に
関
わ
ら
な
い
漢
字
文
と
し
て
の
『
大
友
記
』
の
問
題
で
あ

る
の
か
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
先
哲
史
料
館
本
と
内
閣
文
庫
本
と
は
、
お
お

よ
そ
同
一
の
内
容
を
持
つ
が
微
細
な
レ
ベ
ル
で
は
用
字
等
が
異
な
る
。そ
こ
で
、

ま
ず
は
内
閣
文
庫
本
の
「
乃
」
字
の
用
例
に
つ
い
て
整
理
を
し
て
お
く
。

内
閣
文
庫
本
の
「
乃
」
字
全
48
例
中
、
部
分
訓
「
ス
」
又
は
「
チ
」
を
付
訓

し
て
「
ス
ナ
ハ
チ
」
と
訓
読
し
て
い
る
用
例
は
、
22
例
あ
り
、「
乃
」
字
の
用

例
中
最
も
お
お
い
。
次
に
無
訓
の
用
例
が
17
例
あ
り
、「
イ
」
又
は
「
シ
」
の

部
分
訓
を
与
え
、「
イ
マ
シ
」
と
訓
読
し
て
い
る
例
は
９
例
存
す
る
。
先
哲
史

料
館
本
で
は
44
例
中
36
例
（81.8%

）
が
「
イ
マ
シ
」
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、

内
閣
文
庫
本
で
は
48
例
中
９
例
（18.8%

）
と
割
合
が
低
く
な
っ
て
い
る
。
内

閣
文
庫
本
の
「
イ
マ
シ
」
の
用
例
を
掲
げ
る
。

○
内
野
抜　テ
レ
鞘　ヲ
撃　ツ
レ
之　ヲ
又
以　テ
レ
鎖　ヲ
取　リ
レ
之　ヲ
乃イ

　曰　フ
已　ニ
勝　テリ

ト

焉 
（
一
一
オ
６
）

○
有　リ
二
良
馬
二
百
疋
一
其
中
信
濃
黒
最　モ
勝　タリ
矣
道
擇
乃　シ
詐　テ
曰　ク
吾
今
朝
賜　フ
レ
之　ヲ

（
一
四
オ
10
）

次
に
「
ス
ナ
ハ
チ
」
の
用
例
を
掲
げ
る
。

○
宇
佐　ノ
郡　ノ
三
十
六
騎
来　リ
服　ス
乃　チ
属　ス
二
之　ヲ
於
田
原
近
江
守
親
堅　ニ
一 

（
五
オ
７
）

○
義
日
先
軍
攻　ト
モレ

城　ヲ
城
中
寂
然　トシ

テ

不
レ

應　セ
相
模
守
乃ス

　向　フ
二

義
日　カ
本
陣
比
々
幾
野　カ

原　ニ
一 

（
一
二
オ
７
）

二
本
を
比
較
す
る
と
、「
乃
」
と
同
訓
「
ス
ナ
ハ
チ
」
を
持
つ
「
則
」「
即
」

と
交
代
を
し
て
い
る
用
例
は
２
例
の
み
指
摘
で
き
、
本
文
の
漢
字
を
積
極
的
に
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六
、
ま
と
め

こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た
事
柄
を
纏
め
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

・
先
哲
史
料
館
本
と
内
閣
文
庫
本
と
に
は
他
の
真
名
軍
記
に
は
見
ら
れ
な
い

「
乃
」
字
訓
「
イ
マ
シ
」
が
見
ら
れ
る
。

・「
乃
」
字
訓
「
イ
マ
シ
」
は
伝
統
的
に
漢
文
訓
読
と
結
び
つ
き
が
強
く
、『
大

友
記
』
成
立
の
近
世
に
あ
っ
て
も
同
様
で
あ
る
。

で
は
、な
ぜ
『
大
友
記
』
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
状
況
が
認
め
ら
れ
る
の
か
、

そ
こ
が
大
き
な
問
題
と
な
る
。

「
乃
」
字
を
積
極
的
に
漢
文
訓
読
ら
し
く
「
イ
マ
シ
」
と
訓
読
し
た
の
か
、

あ
る
い
は
古
辞
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
通
り
訓
読
し
た
に
過
ぎ
な
い
の
か
は
分

右
の
表
か
ら
確
認
で
き
る
よ
う
に
、
二
本
間
で
「
イ
マ
シ
」「
ス
ナ
ハ
チ
」

の
交
代
例
を
確
認
す
る
と
12
例
指
摘
で
き（

22
）
、
全
て
先
哲
史
料
館
本
「
イ
マ
シ
」

に
対
し
て
内
閣
文
庫
本
「
ス
ナ
ハ
チ
」
で
あ
っ
て
、
そ
の
逆
の
組
み
合
わ
せ
は

存
在
し
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
全
体
的
な
傾

向
と
し
て
先
哲
史
料
館
本
で
「
イ
マ
シ
」
の
割
合
が
多
い
と
い
う
だ
け
で
は
な

く
、
諸
本
間
に
あ
っ
て
も
、
先
哲
史
料
館
本
に
お
い
て
「
乃
」
字
を
積
極
的
に

「
イ
マ
シ
」と
訓
読
し
よ
う
と
す
る
態
度
が
伺
え
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。但
し
、

こ
れ
ら
二
本
の
関
係
性
、
成
立
の
先
後
に
つ
い
て
は
不
明
な
と
こ
ろ
が
多
く
残

さ
れ
て
お
り
、
直
接
的
な
関
係
か
否
か
も
含
め
て
慎
重
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

内閣文庫本 先哲史料館本
所　　在 用　　例 所　　在 用　　例

1 2オ 7 乃（付訓なし） 4オ 7 則（付訓なし）

2 2ウ 10（割書） 乃（ーチ） 6ウ 1 乃（ーシ）

3 4オ 11 乃（スー） 8オ 7 なし

4 5オ 4 なし 9ウ 5 乃（ーシ）

5 5オ 7 乃（ーチ） 9ウ 8 乃（付訓なし）

6 5ウ 3 乃（付訓なし） 10ウ 2 なし

7 5ウ 7 乃（付訓なし） 10ウ 8 なし

8 7オ 9 乃（付訓なし） 13ウ 3 なし

9 7オ 10 なし 13ウ 4 乃（ーシ）

10 7ウ 6 乃（付訓なし） 14オ 5 乃（ーシ）

11 9ウ 2 乃（付訓なし） 17ウ 2 乃（ーシ）

12 9ウ 5 乃（付訓なし） 17ウ 4 乃（ーシ）

13 11オ 6 乃（イー） 20オ 9 乃（ーシ）

14 11オ 7 乃（イー） 20ウ 1 乃（ーシ）

15 11オ 9 なし 20ウ 3 乃（ーシ）

16 12オ 7 乃（スー） 22オ 4 乃（ーシ）

17 12オ 12 乃（スー） 22ウ 2 乃（付訓なし）

18 13ウ 6 乃（スー） 24ウ 2 乃（ーシ）

19 14オ 10 乃（ーシ） 25ウ 5 乃（付訓なし）

20 14オ 11 乃（付訓なし） 25ウ 7 乃（ーシ）

21 14オ 12 なし 25ウ 8 乃（ーシ）

22 14ウ 7 乃（イー） 26オ 7 乃（ーシ）

23 15オ 11 なし 27オ 1 乃（付訓なし）

24 17オ 5 乃（付訓なし） 30オ 3 なし

25 17オ 12 乃（イー） 30ウ 2 乃（ーシ）

27 17ウ 5 乃（付訓なし） 31オ 1 乃（ーシ）

28 18オ 2 乃（付訓なし） 31ウ 3 なし

29 18ウ 11 乃（付訓なし） 33オ 3 乃（ーシ）

30 19オ 4 乃（イー） 33オ 8 乃（ーシ）

31 20ウ 3 乃（スー） 36オ 1 乃（ーシ）

32 21ウ 5 乃（スー） 38オ 1 乃（ーシ）

33 22オ 10 なし 39オ 5 乃（ーシ）

34 22ウ 12 乃（付訓なし） 40オ 7 乃（ーシ）

35 23オ 5 乃（イー） 40ウ 4 乃（ーシ）

36 24オ 2 なし 42オ 4 乃（ーシ）

37 24ウ 1 乃（付訓なし） 43オ 1 乃（ーシ）

38 24ウ 7 なし 43オ 8 乃（付訓なし）

39 25ウ 6 なし 45オ 4 乃（ーシ）

40 27ウ 1 乃（スー） 48オ 5 乃（スー）

41 28オ 7 乃（付訓なし） 49ウ 3 乃（イマシ）

42 28オ 8 乃（スー） 49ウ 5 なし

43 29ウ 2 乃（イー） 51ウ 7 なし

44 30オ 11 乃（スー） 53オ 8 乃（ーチ）

45 30ウ 9 なし 59オ 3 乃（ーシ）

46 32ウ 1 乃（付訓なし） 55ウ 1 乃（ーシ）

47 33オ 4 乃（スー） 56ウ 4 乃（ーシ）

48 33ウ 3 乃（スー） 57ウ 1 なし

49 33ウ 7 乃（スー） 57ウ 5 乃（ーシ）

50 35ウ 10 乃（イー） 61オ 9 乃（ーシ）

51 36ウ 6 乃（スー） 63オ 3 乃（ーシ）

52 36ウ 12 乃（スー） 63オ 9 即

53 37オ 7 乃（スー） 63ウ 9 乃（ーシ）

54 37オ 12 乃（スー） 64オ 7 乃（ーシ）

55 38オ 1 なし 65オ 7 乃（ーシ）

56 38オ 5 乃（スー） 65ウ 4 なし

57 38ウ 8 乃（スー） 66ウ 5 乃（ーシ）

58 38ウ 9 乃（付訓なし） 66ウ 7 なし

59 41オ 3 乃（スー） 70ウ 4 乃（ーシ）

60 42ウ 3 乃（スー） 72オ 9 乃（付訓なし）
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学
問
環
境
な
ど
を
包
含
す
る
資
料
の
成
立
事
情
と
深
く
関
わ
っ
て
い
よ
う
。

漢
字
文
を
作
成
す
る
上
で
、
漢
文
体
と
し
て
の
基
本
的
な
構
成
要
素
で
あ
る

漢
字
に
よ
っ
て
文
章
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
や
、
倒
置
が
あ
る
こ
と
な
ど
の
用
件

が
揃
っ
て
い
る
こ
と
は
必
要
条
件
と
し
て
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ
の
上
で
漢

文
ら
し
く
感
じ
る
要
素
を
そ
れ
ぞ
れ
の
真
名
軍
記
に
盛
り
込
ん
だ
結
果
個
別
的

な
特
徴
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
そ
し
て
そ
の
こ
と
は
、
い
わ
ば
漢
文

の
日
本
語
化
の
最
た
る
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
の

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
は
、
今
後
更
に
詳
細
に
検
討
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

注（
１
）　
武
田
昌
憲「『
大
友
記
』の
写
本
考
」（『
茨
城
女
子
短
期
大
学
紀
要
』23
、一
九
九
六
年
）

で
は
、「
大
分
県
立
図
書
館
蔵
本
（
別
本
）」
と
さ
れ
て
い
る
本
と
同
一
で
、
本
稿
で

は
現
蔵
の
先
哲
史
料
館
と
し
た
。

（
２
）　『
訓
点
語
辞
典
』（
東
京
堂
出
版
、
二
〇
〇
一
年
八
月
）
の
「
イ
マ
シ
」
の
項
（
山

本
真
吾
項
目
執
筆
）。

（
３
）　
小
林
芳
規
『
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
漢
籍
訓
読
の
国
語
史
的
研
究
』
に
も
「
訓

点
、
特
に
平
安
初
期
訓
点
で
は
助
詞
「
し
」
が
屢
々
用
い
ら
れ
、
副
詞
に
つ
い
た
「
イ

マ
シ
（
乃
）」「
タ
ダ
シ
（
唯
）」「
ナ
ホ
シ
（
猶
）」
が
常
用
さ
れ
た
こ
と
は
、
例
え
ば

西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経
古
点
に
徴
し
て
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
（『
最
研
』
二
七
七

頁
）。
一
方
、源
氏
物
語
に
は
「
な
ほ
」
の
例
は
多
い
が
「
な
ほ
し
」
は
一
例
も
無
い
。」

（
一
四
〇
四
頁
）
の
指
摘
が
あ
る
。

（
４
）　『
類
聚
名
義
抄
』
は
、
正
宗
敦
夫
校
訂
『
類
聚
名
義
抄
』（
風
間
書
房
、
一
九
八
六

年
一
二
月
）、『
色
葉
字
類
抄
』
は
『
尊
経
閣
影
印
集
成
　
色
葉
字
類
抄
』（
一
九
九
九

か
ら
な
い
。
し
か
し
、
近
世
に
お
い
て
、「
乃
」
字
を
「
イ
マ
シ
」
と
訓
読
し

て
い
る
資
料
が
、『
大
友
記
』
の
他
に
は
『
自
然
真
営
道
』
等
の
漢
字
文
資
料

で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
漢
文
訓
読
と
密
接
な
関
わ
り
を
持
っ
て
い
る
こ
と

が
伺
え
る
。「
乃
」
字
訓
「
イ
マ
シ
」
が
漢
文
訓
読
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い

る
た
め
に
、そ
れ
を
用
い
る
こ
と
に
よ
る
漢
文
と
し
て
の
正
当
性
、い
わ
ば
「
漢

文
ら
し
さ
」を
求
め
た
の
で
は
な
い
か
。
で
は
、「
漢
文
ら
し
さ
」と
は
何
か
。「
漢

文
ら
し
さ
」
を
規
定
す
る
要
素
と
は
、「
文
体
」
が
規
定
さ
れ
る
要
素
で
あ
る
、

語
彙
、
語
法
な
ど
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、『
大
友
記
』
の
場
合
に
は
訓
読
語
と

し
て
の
「
イ
マ
シ
」
を
用
い
る
こ
と
が
「
漢
文
ら
し
さ
」
を
感
じ
さ
せ
る
も
の

と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、『
大
友
記
』
に
「
イ
マ
シ
」
訓
が
見
ら
れ
る
一
方
で
、
同
じ
戦
国

軍
記
で
あ
る『
豆
相
記
』や『
惟
任
退
治
記
』に
は
そ
れ
が
見
ら
れ
な
い
理
由
は
、

資
料
に
よ
っ
て
「
漢
文
ら
し
さ
」
を
感
じ
さ
せ
る
部
分
が
語
彙
、
語
法
な
ど
と

少
し
ず
つ
ず
れ
て
い
る
為
で
あ
ろ
う
。

真
名
軍
記
に
は
、別
稿
に
お
い
て
種
々
指
摘
し
た
通
り
個
別
の
特
徴
が
あ
る
。

例
え
ば
、『
豆
相
記
』
に
は
文
末
に
「
矣
」
字
を
用
い
て
文
の
区
切
れ
を
示
す

機
能
が
あ
る
事
を
指
摘
し
た（

23
）
。
ま
た
、
倒
置
記
法
の
あ
り
方
が
必
ず
し
も
正

格
漢
文
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た（

24
）
。
な
ぜ
真
名
軍
記
に
は

こ
の
よ
う
な
特
徴
が
見
ら
れ
る
の
か
、
ま
た
こ
れ
ら
の
特
徴
が
体
系
的
で
は
な

く
個
別
的
で
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
十
分
な
検
討
が

さ
れ
て
い
な
い
。
何
を
も
っ
て
「
漢
文
ら
し
く
」
感
じ
る
の
か
は
、
作
成
者
の
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（
17
）　
安
藤
昌
益（1703-1762

年
）著
、本
文
は
日
本
古
典
文
学
大
系『
近
世
思
想
家
文
集
』

（
岩
波
書
店
、一
九
六
六
年
六
月
）
に
よ
る
。
古
典
大
系
の
本
文
は
抄
出
で
あ
る
の
で
、

用
例
数
は
そ
の
範
囲
で
の
も
の
で
あ
る
。
な
お
、同
じ
安
藤
昌
益
の
『
統
道
真
伝
』（
本

文
は
日
本
古
典
文
学
大
系『
近
世
思
想
家
文
集
』に
よ
る
。こ
れ
も
抄
出
で
あ
る
）で
は
、

「
乃
」
字
５
例
全
て
「
ス
ナ
ハ
チ
」
で
あ
る
。

（
18
）　
日
本
古
典
文
学
大
系
『
近
世
思
想
家
文
集
』
七
一
五
頁
の
補
注
二
六
に
用
例
の
指

摘
が
あ
る
。
本
文
は
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
が
所
蔵
す
る
古
典
籍
を
公
開
し
て
い
る

「
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
掲
載
の
画
像
デ
ー
タ
に
よ
る
。

（
19
）　
日
本
古
典
文
学
大
系
『
近
世
思
想
家
文
集
』
七
一
五
頁
の
補
注
二
六
に
は
、「
イ
マ

シ
イ
」
が
「
こ
の
種
の
医
書
の
類
に
多
く
用
い
ら
れ
た
訓
読
法
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ

れ
る
。」
と
あ
る
。
医
書
の
み
な
ら
ず
軍
記
に
も
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、

今
後
更
に
検
討
を
要
す
る
。

（
20
）　
日
本
古
典
文
学
大
系
『
椿
説
弓
張
月
　
下
』（
岩
波
書
店
、
一
九
六
二
年
一
月
）

（
21
）　
日
本
古
典
文
学
大
系
『
浮
世
風
呂
』（
岩
波
書
店
、
一
九
五
七
年
九
月
）

（
22
）　
表
中
の
整
理
番
号
で
は
、
２ 

16 

18 

31 

32 

47 

49 

51 

53 

54 

57 

59
が
該
当
す
る
。

（
23
）　
拙
稿
「
聖
藩
文
庫
本
『
豆
相
記
』
に
於
け
る
「
矣
」
字
の
用
法
に
つ
い
て
」（『
国
文

学
攷
』
二
一
八
号
、
二
〇
一
三
年
六
月
）

（
24
）　
拙
稿
「
中
世
真
名
軍
記
に
於
け
る
倒
置
記
法
「
有
之
」
に
つ
い
て
」（『
古
典
語
研

究
の
焦
点
』、
武
蔵
野
書
院
、
二
〇
〇
九
年
一
月
）、
拙
稿
「
中
世
真
名
軍
記
の
倒
置

記
法
に
つ
い
て
―
『
大
塔
物
語
』『
文
正
記
』を
例
に
―
」（『
文
教
国
文
学
』第
五
三
号
、

二
〇
〇
九
年
二
月
）

〈
付
記
〉

大
分
県
立
先
哲
史
料
館
本
『
大
友
記
』
の
閲
覧
に
際
し
て
は
、
大
津
祐
司
氏
、
松
原
勝

也
氏
に
ご
厚
情
を
賜
っ
た
。
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
る
。

― 

は
し
む
ら
・
か
つ
あ
き
、
広
島
文
教
女
子
大
学
教
授 

―

年
一
月
）
に
よ
っ
た
。
用
例
は
声
点
、
合
点
等
を
省
略
し
た
。

（
５
）　『
曽
我
物
語
』
は
、『
真
名
本
曽
我
物
語
』（
勉
誠
社
、
一
九
七
四
年
一
〇
月
）
を
参

照
し
た
。
そ
の
他
は
、
広
島
大
学
図
書
館
蔵
版
本
『
大
塔
物
語
』、
香
川
県
歴
史
博
物

館
寄
託
資
料
『
文
正
記
』、
内
閣
文
庫
蔵
『
別
所
惟
任
征
伐
記
』、
聖
藩
文
庫
蔵
『
豆

相
記
』
の
紙
焼
写
真
に
よ
っ
た
。

（
６
）　『
群
書
類
従
』
29
所
収
本
文
に
よ
る
。

（
７
）　
紙
焼
写
真
並
び
に
拙
稿
「
国
立
国
会
図
書
館
蔵
『
豊
臣
公
報
君
讎
記
』
解
説
并
に

翻
刻
本
文
」（『
広
島
文
教
女
子
大
学
研
究
紀
要
』
第
三
七
号
、
二
〇
〇
二
年
一
二
月
）

に
よ
る
。

（
８
）　
北
恭
昭
『
倭
玉
篇
五
本
和
訓
集
成
』（
汲
古
書
院
、
一
九
九
四
年
三
月
）

（
９
）　
中
田
祝
夫
『
古
本
節
用
集
六種

研
究
並
び
に
総
合
索
引
』（
風
間
書
房
、
一
九
六
八
年

四
月
）、
中
田
祝
夫
『
改
訂
新
版
文
明
本
節
用
集
研
究
並
び
に
索
引
』（
勉
誠
社
、

一
九
七
九
年
九
月
）、中
田
祝
夫
『
恵
空
編
節
用
集
大
全
研
究
並
び
に
索
引
』（
勉
誠
社
、

一
九
七
五
年
三
月
）、
中
田
祝
夫
、
根
上
剛
士
『
印
度
本

節
用
集

和
漢
通
用
集
他
三
種
研
究
並
び

に
総
合
索
引
』（
勉
誠
社
、
一
九
八
〇
年
一
〇
月
）

（
10
）　
中
田
祝
夫
、
小
林
祥
二
郎
『
改
訂
新
版
書
言
字
考
節
用
集
』（
勉
誠
社
、
二
〇
〇
六

年
五
月
）

（
11
）　
中
田
祝
夫
、
林
義
雄
『
古
本
下
学
集
七種

研
究
並
び
に
総
合
索
引
』（
風
間
書
房
、

一
九
七
一
年
一
月
）

（
12
）　
土
井
忠
生
、森
田
武
、長
南
実
『
邦
訳
日
葡
辞
書
』（
岩
波
書
店
、一
九
八
〇
年
五
月
）

（
13
）　
片
桐
洋
一
「『
日
葡
辞
書
』
の
歌
語
―
そ
の
性
格
と
時
代
性
―
」（『
国
語
語
彙
史
の

研
究
』
四
、
和
泉
書
院
、
一
九
八
三
年
五
月
）
に
指
摘
が
あ
る
。

（
14
）　
詩
歌
語
に
つ
い
て
は
、
先
掲
片
桐
論
文
並
び
に
森
田
武
『
日
葡
辞
書
提
要
』（
精
文

堂
、
一
九
九
三
年
一
一
月
、
六
〇
六
頁
）
に
詳
し
い
。

（
15
）　
山
内
洋
一
郎
『
天
草
版
金
句
集
の
研
究
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
七
年
七
月
）

（
16
）　
福
島
邦
道
『
金
句
集
四
種
集
成
』（
勉
誠
社
、
一
九
七
七
年
五
月
）


